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注 意 

■ この取扱説明書をお読みいただき、ご理解の上、据
付け、接続（配線）、運転、保守点検をしてください。 

■ この取扱説明書は、実際にご使用される最終需要
家に確実にお届けください。 

■ この取扱説明書は、この製品が廃棄されるまで大切
に保管してください。 

■ 本製品は、予告なしに変更することがあります。 
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１．はじめに 

ショックモニタをお買い上げいただき、ありがとうございます。 

この取扱説明書は、ショックモニタの据付けから配線、操作、保守、点検に至るまでを記述しており

ますのでご熟読の上、取扱いには充分ご注意くださるようお願いいたします。 

 

２．安全上のご注意 

●  据付け、配線、操作、保守点検の前に必ずこの取扱説明書およびその他付属書を熟読し、

正しくご使用ください。 

●  機器 の知 識 、安 全の 情 報、 そ して 注意 事項 の すべて に つ いて習 熟し てか らご 使 用く ださ

い。 

●  お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。 

●  この取扱説明書では、安全事項のランクを『警告』と『注意』に区分してあります。 

 

     取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡又は重

傷を受ける可能性が想定される場合。 

     取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の傷

害や軽傷を受ける可能性が想定される場合及び物的損害だけ

の発生が想定される場合。 

 

尚、注意に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。 

いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。 
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●この取扱説明書記載製品のご使用に際しては、安全に関する法規(労働安全衛生規則等)に従

ってください。 

●製品の取付、取り外し、保守点検の際には、下記に従ってください。 

(1)電源スイッチを切る。 

(2)落下のおそれのある装置の下には入らない。 

(3)装置の可動部を動かさないように固定する。 

(4)作業に適した服装、保護具を着用する。 

●試運転および定期点検の際は、必ず動作確認を行い保護機器として正常に機能することをご

確認ください。 

●ショックモニタ本体はメガテストに対して条件が付きますので、取扱説明書の指示に従って実施

してください。 

●活線状態で作業しないでください。必ず電源を切って作業してください。 

感電のおそれがあります。 

●ショックモニタの配線、通電･操作、保守･点検の作業は、専門知識のある人が実施してくださ

い。 

感電、けが、火災等のおそれがあります。 

●ショックモニタのE端子は必ず接地してください。 

事故のおそれがあります。 

●モータ電源がAC400Vの場合、ショックモニタ本体と倍電抵抗器の結線は確実に行ってくださ

い。 

感電や火災のおそれがあります。 

 ●過大なサージやノイズが印加される電源環境では電源端子にノイズフィルタを設置してくださ

い。 

けが、火災等のおそれがあります。 

 

    

●取扱説明書は最終的にご使用いただくお客様のお手元まで届くようご指導ください。 

また、ご使用前に必ずお読みいただき正しく使用されますようご指導願います。 

●万一、取扱説明書がお手元にない場合は、お買い求めになられた販売店もしくは弊社営業所

に、商品名、形番等をお申し付けの上、ご請求ください。 

●製品の部品の組み替え、改造のための追加工は行わないでください。 

●製品には消耗部品（電解コンデンサ、リレー等）が組み込まれています。 

取扱説明書に従って定期的に機能、動作確認を行い機能、動作不良のときはお買い求めの販

売店を通して修理をご用命ください。 

●腐食性ガスが存在する雰囲気では使用しないでください。特に硫化ガス（ＳＯ ２，Ｈ２Ｓ）はプリン

ト基 

板及び部品に使用されている銅・銅合金を腐食し、故障の原因になります。また、高湿度の環

境下では腐食が促進されます。 

●糸くず、紙、木くず、ほこり、金属くずなどの異物をショックモニタ内に侵入させないでください。 

●ホコリなどは製品の過熱、発火の原因になりますので、定期的に清掃してください。 

●製品を廃棄する場合は、産業廃棄物として扱ってください。 

●ショックモニタのE端子は、ノイズフィルタが接続されています。必ず接地してください。接地し

ない場合は、外乱の影響を受け正常に機能できないおそれがあります。（７頁参照） 

●接地線には、電源からノイズフィルタ内のコンデンサを通じて、最大0.5ｍＡの漏電電流が流れ

ます。漏電ブレーカー選定の際には、漏電電流を考慮して選定してください。 

●センサケーブルは、ノイズ防止のためインバータやサーボドライバ本体および、その他ラインと

は15㎝以上離して配線してください。 
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３．用途 

３.１ ショックモニタとは? 

ショックモニタTSM4000は、モータ(３相誘導電動機)に供給される消費電力を検出し、一般産業機

械の負荷監視や過負荷保護を目的とした製品です。 

 対象とする機械   

コンベア、攪拌機、ポンプなどの一般産業機械 

 負荷の検出方法   

装置を駆動するモータの電圧と電流をショックモニタに取り込みモータの消費電力を検出します。 

 過負荷の識別方法   

予め設定された過負荷検知レベルと比較し、過負荷状態が一定時間(ショックタイム)以上継続した

時、外部に負荷の異常を知らせるものです。 

異常信号を上限２系統、下限１系統用意していますので、予告信号として、またはモータ停止信号

として利用できます。 

尚、モータ起動時は加速時の誤出力を回避するため予め設定した時間(スタートタイム)だけ負荷

判別を停止させています。 

３．２ 電力検出機能 

モータ電力とは 

モータにトルクを発生させるエネルギー量であり、有効電力と言われます。電圧×電流×力率にて

検出されます。 

モータ電流はモータ電圧の影響を受けたり、軽負荷時に変化しにくい特徴をもっています。しかし、

電力は一定周波数においてモータのトルクとほぼ比例関係にあります。このため電力は軽負荷時

から負荷変化を検出することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ショックモニタの電力検出 

ショックモニタは簡単な配線にて電力検出を行えるよう、３相電力の内、１相の電流を検出し内部

演算にて３相電力検出を行っています。 
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負荷に対する電力・電流の変化  
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４．製品到着時の確認事項 

ご購入になりましたら、次の点をお確かめください。 

(1) 銘板に記載されている形番･仕様が注文通りであるか。 

(2) 輸送中に破損していないか。 

(3) 下 記 の 部 品 が 付 属 し て い る か 。 （ 部 品 の 外 観 に つ い て は 24ペ ー ジ の 外 形 図 を ご 参 照 く だ さ

い。） 

  ショックモニタ本体(ソケット含む) : ＴＳＭ４０００（パネル取付仕様はＴＳＭ４０００Ｐ） 

  電流センサ : ＴＳＭ－Ｕ＊＊＊またはＴＳＭ－Ｍ＊＊＊ 

  センサケーブル : ＴＳＭ４－Ｓ０１ 

４．１ 形番の見方 

●  本体+電流センサの形番は、本体の形番と電流センサの形番を合成して、下記のように1

つの形番で表記しています。 

 TSM4000‐U010 
本体の形番     電流センサの形番（TSM‐U010の下4桁） 

●  センサケーブルの形番はケーブルの長さにより下記のように表記しています。 

TSM4‐S01 …ケーブル長１mの場合は01 

尚、センサケーブルはTSM4-S01が付属品として本体に付属しています。ケーブル長が不足する場合はオ

プションとして3m,5m,10m,20m,30mをご用意しておりますので弊社販売店までご用命ください。 

５. 各部の名称 

 

  ①液晶表示部 

  ②LED表示 

  ③操作キー 

 

  ④コネクタCN1 

 

  ⑤取付け取外しフック（４箇所） 

  ⑥配線用端子台 

 

 ①液晶表示部 ……負荷率、設定値の表示や、パラメータ内容等を表示します。 

②LED表示  ……モータ運転中および出力リレー動作中の表示をします。 

③操作キー  ……表示モードの切替、パラメータの変更等の操作を行うキーです。 

④コネクタCN1      ……制御入力、アナログ出力などの信号を使用するときに接続しま

す。 

⑤取付け取外しフック……本体部のソケット部への取付け、取り外しを行います。 

取付時は、フックがしっかりかかるまで差し込んでください。 

取外しの際は、４箇所のフックを押さえソケット部より外してください。 

⑥配線用端子台 ……操作電源、モータ電圧、リレー出力、電流センサケーブル等を接続する 

端子です。 
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６．据付け方法 

６．１ 設置環境 

ショックモニタは、次の条件を満たす場所に設置してください。 

・  周囲温度が、０～＋５０℃で直射日光があたらない場所 

・  湿度が４５～８５％ＲＨで結露、凍結しない場所および水のかからない場所 

・  塵埃、腐食性ガス、オイルミストのない場所 

・  標高1000m以下、振動4.9m/s2以下の場所 

６．２ 取付け方向とスペース 

・取付方法  

DINレールまたはソケットの取付穴にＭ４サイズのネジを差込んだ

上、制御盤内に配置し取付けてください。パネル面が地面に垂直

になるように取付けてください。上下逆や水平に取付けると、過熱

し故障の原因になります。 

・スペース 

ショックモニタから発生する熱を逃すため 

に他の機器や壁あるいは配線ダクトから 

左図に示す間隔をあけてください。 

・パネル取付（ＴＳＭ４０００Ｐ） 

右図の通り制御盤内に本体部、ソケット

部が入るように取付け、固定ビスの締付

トルクは、0.12～0.16Ｎ・mとしてください。 

パチン錠開閉のため本体ｹｰｽ上側より 

50ｍｍ以上の空間を確保してください。 

 

         
■糸くず、紙、木くず、ほこり、金属くずなどの異物を 

 ショックモニタ内に侵入させないでください。 

 火災、事故のおそれあり 

７．配線方法 

①  配線作業はショックモニタの本体をソケットに取付ける前にソケット単体にて行ってください。 

②  本体のPOWER（端子11,12）には商用電源のAC90～250V 50/60HzまたはDC90～250V(無極

性)を接続してください。誤ってインバータやサーボドライバの出力を接続されますと故障の原因

になりますのでご注意ください。 

③  配線用端子台と電線の接続には、右記の丸型圧着端子を使用 

し、締付けトルクは0.5～0.6Ｎ・ｍとしてください。 

④  接続（配線）作業が終了したら、次の確認をしてください。 

a.正しく接続されているか。 

b.接続忘れはないか。 

c.端子や電線間が短絡、地絡状態になっていないか。 

⑤  接続終了後、本体をソケットにフックがかかるまでしっかり差込んでください。 

  ●アース線を必ず接地してください。 

 感電、火災のおそれあり 

●配線作業は、電気工事の専門家が行ってください。 

●電源OFFを確認してから行ってください。 

 感電のおそれあり 
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パチン錠  

固定ビス  

6.5ｍｍ以下  

φ3.2 

パネ ル  

推奨パネ ル板厚：２～５ ｍｍ  
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⑥電流センサ 

モ ー タ 電 流 検 出 の た め 、 V相 モ ー タ 配 線 を 電 源 側 か ら モ ー タ 側

に 向 け て 矢 印 の 方 向 に 貫 通 さ せ て く だ さ い 。 必 ず 電 流 セ ン サ の

上 部 の 矢 印 方 向 と 一 致 さ せ て く だ さ い 。 ま た 、 貫 通 回 数 は モ ー タ

容 量 と 電 圧 に 応 じ て 下 表 に よ り 指 定 の 貫 通 回 数 だ け 貫 通 さ せ て

く だ さ い 。  

左 図 の 例 は 貫 通 回 数 2回 の 場 合 で す 。  

 

(注) 電流センサは10～11ページの接続図を参照の上、必ずTSM4000

の電圧入力用端子V[2]が接続されている相のモータ配線を貫通させ

てください。他の相の配線を接続したり、貫通方向が逆の場合は正し

い電力検出ができません。尚、電源側の正相／反相やモータ側での

正転／逆転切替えには無関係です。 

 

■貫通回数 

モータ容量 

（ｋＷ） 

AC200/220Vモータの場合 AC400/440Vモータの場合 

モータ定格 

電流（Ａ） 
センサ形番 

貫通回

数

（回） 

モータ定格 

電流（Ａ） 
センサ形番 

貫通回

数

（回） 

0.1 0.71 TSM－U010 6 0.36 TSM－U010 12 

0.2 1.4 TSM－U010 3 0.70 TSM－U010 6 

0.4 2.3 TSM－U010 2 1.2 TSM－U010 3 

0.75 3.6 TSM－U050 6 1.8 TSM－U010 2 

1.5 6.6 TSM－U050 3 3.3 TSM－U050 6 

2.2 9.2 TSM－U050 2 4.6 TSM－U050 5 

3.7 15 TSM－U050 1 7.5 TSM－U050 3 

5.5 22 TSM－U050 1 11 TSM－U050 2 

7.5 29 TSM－U100 1 15 TSM－U050 1 

11 42 TSM－U100 1 21 TSM－U050 1 

15 55 TSM－U150 1 28 TSM－U100 1 

18.5 67 TSM－U150 1 34 TSM－U100 1 

22 78 TSM－U200 1 39 TSM－U100 1 

30 107 TSM－M300 1 54 TSM－U150 1 

37 132 TSM－M300 1 66 TSM－U150 1 

45 160 TSM－M400 1 80 TSM－U200 1 

55 198 TSM－M600 1 99 TSM－M300 1 

75 270 TSM－M600 1 135 TSM－M300 1 

90 320 TSM－M800 1 160 TSM－M400 1 

110 384 TSM－M800 1 192 TSM－M400 1 

表中のモータ定格電流は参考値です。 

■センサケーブルと本体の接続 

付属品のセンサケーブルＴＳＭ４－Ｓ０１を電流センサとショックモニタ本体のそれぞれに正しく接

続してください。尚、ケーブル長が不足する場合は長いものをオプション扱いにてご用意しており

ます。４ページのセンサケーブル形番をご参照の上、弊社販売店までご用命ください。  
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８．端子機能 

 

 

 

 

 

８．１ 端子台   

端  子 説  明 

[電源・接地] ●電源 （端子11、12） 

・ショックモニタの電源を接続する端子です。 

商 用 電 源 の AC90 ～ 250V ま た は 直 流 電 源 の DC90 ～

250V(無極性)に接続します。 

インバータやサーボドライバの出力には絶対に接続しない

でください。（故障原因になります） 

警告 

過大なサージやノイズが印加される電源環 境では電

源端子に電源ライン用ノイズフィルタを設置してくださ

い。  
 

●Ｅ （端子10） 

・ノイズフィルタが接続されています。 

必ず接地してください。 

・接地線には、電流からノイズフィルタ内のコンデンサを通

じ、最大で0.5mAの漏電電流が流れます。 

[センサケーブル接続] ・電流センサからの信号を入力するコネクタです。 

 

注意 

センサケーブルは、ノイズ防止のためインバータやサー

ボドライバ本体および、その出力ラインとは15cm以上離

して配線してください。 

[電圧入力] ●U、V、W （端子1、2、3） 

･モータに印加されている電圧をショックモニタに入力する端

子です。 

 

400V系のモータに接続する場合は、必ず倍電抵抗器を、

左図の通り接続してください。 

直接400Vを接続される故障の原因となります。 

 

各端子に流れる電流は約2mA(AC)です。 

 

目 

次 

用
途
呍
名
称 

安 

全 

据
付
呍
配
線 

端
子
機
能 

接 

続 

図 

操 

作 

保
守
呍
点
検 

仕 

様 

外 

形 

図 

保 

証 

端子台番号  

電流センサ  Hｉｇｈ２出力  電源  

モータ 

電圧入力  

Lｏｗ出力  Hｉｇｈ１出力  接地  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

U V W E 

20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 

FG C+ C- +15 -15 Power 

POWER 

E 

12 

11 

10 

ノイズ  

フィルタ  

TSM4000 

 

1 

2 

3 

U 

V 

W 

2mA 

AC200/220V 

U 
V 

W  

U 

V 

W 
M 

AC400/440V 

U 
V 

W  

U 

V 

W 

1 

2 

3 

U 

V 

W 

2mA 

M 

倍 電 抵 抗 器  

TSM4-PR1 

TSM4 000  

TSM4 000  

漏電電流 

最大 0.5ｍA 

電 流 セ ン

セ ン サ ケ ー ブ ル  

3 

4 

1

2 16 

19 

18 

17 

TSM4000 

20 

C- 

-15V 
+15V 

C+ 
FG  ！  

 ！  
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端  子 
説  明 

[出力リレー] ●出力リレーHigh1(端子4、5、6)、High2(端子13、14、15)、 

        Low(端子7、8、9) 

･警 報 あ る い は 過 負 荷 状 態 を 外 部 へ 知 ら せ る 出 力 端 子 で

す。High1、High2、Lowの3つのリレー信号を出力します。 

接点仕様：lc接点AC250V、0.5A(誘導負荷cosφ=0.4) 

 

注意 

・  左図①のよ うに電磁接 触器を接続する場合、操作コイル

容量は、投入時100VA未満、保持時10VA未満としてくだ

さい。これを越える大きな電磁接触器を接続する場合は、

左図②のようにショックモニタの出力で補助リレーを駆動

し、補助リレーの接点で電磁接触器を開閉してください。 

・  左図のように電磁接触器や補助リレーのコイルにノイズの

発生を防ぐために、CRソーバを実装してください。 

・微少電流(10mA以下)で機能するシーケンサフォトカプラ入

力などへ接続する場合は、リレー出力で微少電流用リレー

を駆動 し 、 微少 電流 用 リレーの 接 点をシ ーケ ンサフォ トカ

プラ入力などへ接続してください。 

 

８．２ コネクタＣＮ１ 

端    子 説    明 

[接点入力] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[無接点入力] 

 

●X1、X2、X3 （CN1 ピン番号1, 9, 2） 

X1､X2、X3端子のON(短絡)、OFF(開放)によって最大8通

りのレベルを選択できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメータ”5:Process”で設定した数を越える番号を選択

した場合は選択[１]になります。 

●ＩＨ （CN1 ピン番号10） 

・IHをONにて”17: Inhibit Time”設定時間内は負荷監視を中

断し、負荷率表示は0%が点滅します。インバータ運転の加

減速中に、ショックモニタのリレー出力が不必要に動作する

場合は、IHをONにしてください。 

●ＲＳＴ （CN1 ピン番号11） 

・RSTをONにて自己保持されているリレーをリセットします。 

注意 

[無接点]の場合は必ず左図①の構成のオープンコレクタ信

号としてください。②や③の場合は、電源の状態によっては

回り込み回路ができるため誤動作します。 

Low 

High1 

7 

8 

9 

4 

5 

6 

TSM4000  

High2 14 

13 

15 

工程番号  Ｘ１－CM Ｘ２－CM Ｘ３－CM 

工程 [1] OFF OFF OFF 

工程 [2] ON OFF OFF 

工程 [3] OFF ON OFF 

工程 [4] ON ON OFF 

工程 [5] OFF OFF ON 

工程 [6] ON OFF ON 

工程 [7] OFF ON ON 

工程 [8] ON ON ON 

 

①  

②  

CR ｿｰﾊﾞ 

AR 
MC 

A R  

TSM4000  

電磁接触器  

補助リレー  

M C  

TSM4000 
電磁接触器  

X1 1 

+12V TSM4000 

CM 4 

TSM4000 

①  ○  

②  × 

③  × 

X1 1 

CM 4 

+12V 

X1 1 

CM 4 

+12V TSM4000 

X1 1 
X2 9 
X3 2 

10 

4 

RST 

10mA +12V 
TSM4000 

IH 

11 

CM 
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端    子 説    明 

アナログ出力 ・モニタモードで監視中、負荷率が、直流電圧信号で出力し

ます。最大出力電流は1mAになります。 

出力モードはﾊﾟﾗﾒｰﾀ21:Output Selectにて切替します。 

最大出力電流は1mAになります。 

 
   ●コネクタＣＮ１ピン配置とＩ／Ｏケーブル線色 

 

 

 

 

 

●ＬＣＤコントラスト調整 

液晶表示部の文字が見えにくい場合は、SET キーを押しながら▲または▼キーにて調整します。 

（あまり濃くすると、ＬＣＤの寿命が短くなります。） 

 

 

SET キーを押しながら▲を押す

と表示が濃くなります。  

SET キーを押しながら▼を押す

と表示が薄くなります。  

 
12 0V 

V 
5 Aout 

CN1 

TSM4000 

直流電圧計  

21: Output Select 

(1)-200→200% 

21:Output Select 

 (2)0→200% 

100 200 %

5 

10 

V 

0 

負 荷 率  

䨥
䩍
䩰
䨳
出
力 

0 200 %

5 

10 

V 

0 

負 荷 率  

䨥
䩍
䩰
䨳
出
力 

-200 
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MAX.1mA 

 

 

線色 ｺﾈｸﾀ番号 信号名

黒 1 Ｘ１

白 2 Ｘ３

3 N.C.

赤 4 CM

緑 5 Aｏｕｔ

黄 6 Ａｉｎ

茶 7 Ｖ－

青 8 ＲＳ－

紫 9 Ｘ２

灰 10 ＩＨ

桃 11 ＲＳＴ

空 12 ０Ｖ

13 ０Ｖ

14 Ｎ.Ｃ.

橙 15 ＲＳ＋  
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９．接続図 

９．１基本接続(商用電源駆動) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C B : 配線用遮断機 

F    : ヒューズ 

M C : モータ用電磁接触器 

O C R  : 過電流継電器 

C R 1  : CRソーバ（サージ吸収素子） 

 

注意 

(1) 電流センサはモータ容量、電圧に応じたものを使用し、指定された貫通方向および貫通回数で使

用ください。 

(2) 電流センサはショックモニタの電圧検出端子[2](V相)と接続されている相に設置してください。 

(3) ４００V系モータの場合はオプションの倍電抵抗器TSM4－PR1を設置してください。 

(4) 本接続図は、パラメータ20:H2 Relay Logicを(2)Normal Logicに設定した場合の配線です。 

X1 1 

X2 9 
X3 2 
IH 10 

RST 11 
CM 4 

Aout 5 
OV 12 
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本 図 は モ ー タ 用 電 磁 接 触 器 [MC]

の 電 磁 コ イ ル 容 量 が 投 入 時

100VA、保持時10VA未満の場合で

す。 

MC 

c[13] 

停止 始動 

MC 
MC 

OCR 

CR1 

M 

センサケーブ

AC200/220V 

AC400/440V 

50/60Hz 

R0 R 

S0 S 

T0 T 

CB OCR 
電流センサ 

U 

V 

W 

F 

AC100/110V 

AC200/220V 

50/60Hz 

[11] 

[12] 

TSM4000 

POWER 

c[6] 

[15]b 

[14]a 

[4]b 

[5]a 

High2 

High1 
ブザー 

E[10] 

BZ 
CN1 

[3]W 

[2]V 

[1]U 

倍電抵抗器 (主回路が 400V 系の 

 場合には必ず設置) 
 

High2 ランプ 

F 

[7]b 

[8]a 

[9]c 

Low ランプ 
Low 

コネクタ接続 

ケーブル 

表示計  

負荷抵抗 10kΩ以上 

 

[17]+15 

[18]C‐  

[19]C+ 

[16]‐ 15 

[20]FG 

TSM4-PR1 
W2     

V2      V1 

U2      
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９．２インバータ駆動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

X1-CM X2-CM X3-CM インバータ 
ショックモニタ 

工程番号 

OFF OFF OFF 周波数[１] 工程[1] 

ON OFF OFF 周波数[2] 工程[2] 

OFF ON OFF 周波数[3] 工程[3] 

ON ON OFF 周波数[4] 工程[4] 

OFF OFF ON 周波数[5] 工程[5] 

ON OFF ON 周波数[6] 工程[6] 

OFF ON ON 周波数[7] 工程[7] 

ON ON ON 周波数[8] 工程[8] 

注意 

(1) 電流センサはモータ容量、電圧に応じたものを使用し、指定された貫通方向および貫通回数で

使用ください。 

(2) 電流センサはショックモニタの電圧検出端子[2](V相)と接続されている相に設置してください。 

(3) ４００V系モータの場合はオプションの倍電抵抗器TSM4－PR1を設置してください。 

(4) [X1],[X2],[X3]に入力する接点には微少電流用リレーをご使用ください。 

(5) 操作電源は必ず商用電源を接続してください。（ｲﾝﾊﾞｰﾀの２次側を接続しないでください。） 

(6) 本接続図は、パラメータ20:H2 Relay Logicを(2)Normal Logicに設定した場合の配線です。 

X1 1 

X2 9 
X3 2 
IH 10 

RST 11 
CM 4 

Aout 5 
OV 12 
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C B : 配線用遮断機 

F  : ヒューズ 

O C R : 過電流継電器 

 

M 

センサケーブ

AC200/220V 

AC400/440V 

50/60Hz 

R0 R 

S0 S 

T0 T 

CB OCR 
電流センサ 

U 

V 

W 

F 

AC100/110V 

AC200/220V 

50/60Hz 

[11] 

[12] 

TSM4000 
POWER 

c[6] 

[15]b 

[14]a 

[4]b 

[5]a 

High2 

High1 
ブザー 

BZ 

倍電抵抗器 (主回路が 400V 系の 

 場合には必ず設置) 
 

F 

R 

S 

T 

U 

V 

W 

出 力

停 止  
X1 

X2 

CM 

c[9] 

X1 

X2 

X1 

X2 

AR1 

AR1 

OCR 

インバータ 

[7]b 

[8]a 

Low 

c[13] 

AR2 

AR2 

X3 

X3 
X3 

[3]W 

[2]V 

[1]U 

[16]‐ 15 

ON:短絡 

OFF:開放  

[17]+15 

[18]C‐  

[19]C+ 

[20]FG E[10] 

CN1 

TSM4-PR1 
W2     

V2      V1 

U2      
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10 操 作 
 

ショックモニタTSM4000には、モニタモ

ード、テストモード及びプログラムモー

ドがあり、 MODEキーで切替えることが

できます。 

 

10.1 ＬＥＤ表示と操作キー 

 モニタモード テストモード 
(液晶表示がTEST MODEになる) 

プログラムモード 

 

 

･ モ ー タ の入力電力が5%あるい

は電流が10%を超えると点灯（ス

タートタイム内は点滅） 

  

 ･Lowレベルを下回ると点灯 

･リレー出力Low動作で点滅 

･リレー出力Low動作で点滅  

 ･High1レベルを上回ると点灯 

･リレー出力High1動作で点滅 

･リ レ ー 出 力 High1動 作 で 点

滅 

 

 ･High2レベルを上回ると点灯 

･リレー出力High2動作で点滅 

･リ レ ー 出 力 High2動 作 で 点

滅 

 

  ･出力リレーの自己保持をリセ

ットする 

・出力リレーの自己保持をリ

セットする。 

･パラメータ1に戻る 
  

 

･テスト、プログラムモード切り

替え画面の表示  

・モニタモードに切り替わる 

 

･モニタモードに切り替わる  

 ・モニタ画面の変更 ･各リレーの動作テスト 

（リレー出力・LED表示）＊1 

･パ ラ メ ー タ の 記 憶 お よ び

次のパラメータに移動しま

す  

 

SET を 押 し な が ら 、 ▲ を 押 す

と 

ＬＣＤのコントラストが濃くなる 

・動作リレーの選択 

（High2⇒Low⇒High1）  

･データ選択および設定値

の増加 

 

SET を 押 し な が ら 、 ▼ を 押 す

と 

ＬＣＤのコントラストが薄くなる 

･動作リレーの選択 

（High2⇒High1⇒Low）  

･データ選択および設定値

の減少  

＊１ モータ停止時はスタートタイムとショックタイムの長い方を経過後、モータ運転時はショックタイム

経過後リレー出力します。 

 

 

 

 

 

 

MOTOR 

High1 

 

High2 

 

䫊 

䫃 

䫂 

表 

示 

Low 

 

R E S E T  

▼  

▲  

S E T  

液晶表示部  

ＬＥＤ表示  

操作キー  

操
作
䨰
䩻 

M O D E  
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10.2 モードの切替え 

ショックモニタの電源を投入すると、初期画面を約3秒間表示した後、モニタモードとなります。 

モニタモードの状態で負荷を監視します。 

 

パラメータを変更する場合は

MODEキーを押してMODE選択

画面に移行します。SETキーに

てプログラムモードに切替えま

す。 

MODE 切 替 画 面 に て 再 度

MODEキーを押すと、テストモー

ド選択画面に移行します。  

ここで、SETキーを押すと、テスト

モードに切替ります。テストモー

ドでは出力リレーを出力さること

が可能です。 

MODEキーを押すとモニタモ

ードに戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

10.3 モニタモード 

モニタモードでは実際に負荷の監視を行います。液晶表示部には現在の負荷率または判別した

最大負荷率、現在の工程[No.]、Low、High1およびHigh2の各設定値を表示します。High2点灯

点滅中に現在の負荷率から判別した最大負荷率に切り替わります。 

尚、表示される負荷率とは、電力監視の場合は選択しているモータ容量を100%とした演算値です。

トルク監視の場合は、60Hzでの定格トルクを100%とした演算値となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PW  58%  H2:100 
[1]L: 80    H1: 80 

電力監視の負荷率表示 
（モータ定格容量が１００％） 

トルク監視時は"Ｔ 58%" 

工程番号［１］  
High1 設定レベル 

Low 設定レベル 

High2 設定レベル 

0.43kW     2.80A 
200V       60Hz 

検出した電力、電流  

電圧、周波数  

SET 

操 作 電 源 Ｏ Ｎ

TSM4000 

POWER ON Ver ＊．＊＊

J 

モニタモード  

PW  58%   H2: 100 

[1]L:  80   H1: 100 

TEST MODE 

PROGRAM MODE 

MODE 

E 

MODE 

E テストモード  

プログラムモード  

1 : P a r a m e t e r  L o c k  

 ( 1 ) U n l o c k e d  

Set>>>H2   Trip 

UP>Low     Down>H1 

SET 

 

SET 

 

MODE 

 

0.43kW     2.80A 
200V        60Hz 

SET 

 

MODE 
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10.4 テストモード 

テストモードでは出力リレーおよびLED表示の動作確認が可能です。テストモードでは負荷監視

は行いませんので操作後(リレー出力が自己保持している場合はRESET を押した後）は必ずモニ

タモードに切替えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.5 プログラムモード 

プログラムモードでは各パラメータの変更や確認を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

High２リレーが出力し、ＬＥＤ 

High2 が点灯します。  

 SET  キーでデータを記憶  

  及び次のパラメータに移行  

 ▲  ▼  キーでデータを変更  

 RESET  キーにて  １：に戻る  

High１リレーが出力し、ＬＥＤ 

High1 が点灯します。  

キーを押し続ける  

Low リ レ ー が 出 力 し 、 Ｌ Ｅ Ｄ 

Low が点灯します。  

SET 

ON 

MOTOR LED 

動作LED 

動作リレー（自己保持）  ON 

ショックタイム  

ｽﾀｰﾄﾀｲﾑ 

動作リレー（自動復帰）  ON 

1s 後に自動復帰  

RESET釦  

を押す  

時 間 の 長 い 方 が 優 先

されま す。  

TEST MODE 

                

Set>>>H2   Trip 

UP>Low     Down>H1 

TEST MODE 

High2 OUT 

SET 

TEST MODE 

High1 OUT 

TEST MODE 

Low OUT 

キーを押し続ける  ▼  

Set>>>H1   Trip 

UP>H2      Down>Low 
SET 

キーを押し続ける  ▼  

Set>>>Low  Trip 

UP>H1      Down>H2 
SET 

PROGRAM MODE 

                
SET 

1:Parameter Lock 

 (1)Unlocked                

1:Parameter Lock 

 (2)Locked                

2:Motor Voltage 

(1) 200-230V                

▼  ▲  

▲  

▲  
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■パラメータの説明と設定手順 

パラメータ 
（出荷データを表示） 

デ ー タ 説明 

 ( 1 )Un l o c k ed  ・ 全 て の パ ラ メ ー タ の 変 更 が 可 能 で

す 。  

( 2 )Lo c ked  ・ 当 パ ラ メ ー タ 以 外 の 変 更 が で き ま せ

ん 。  

モータ電圧の設定 (1 ) 2 00-230V  ･２００V系モータを監視する場合には(1)を選択して

ください。許容最高電圧はAC250Vまで適用可能

です。 

( 2 ) 3 8 0-460V  ･4００V系モータを監視する場合には(2)を選択して

ください。許容最高電圧はAC500Vまで適用可能

です。 

400V系モータの場合はオプションの倍電抵抗器

の設置が必要です。 

モータ容量の設定 (1)0.1kW (11)15kW 監視するモータ容量を設定します。 

ショックモニタの負荷率表示は、このモータ容

量を検出した時１００％となります。 

 

左記以外のモータを使用される場合には、最

も近い容量に設定してください。 

(2)0.2kW (12)18.5kW 

(3)0.4kW (13)22kW 

(4)0.75kW (14)30kW 

(5)1.5kW (15)37kW 

(6)2.2kW (16)45kW 

(7)3.7kW (17)55kW 

(8)5.5kW (18)75kW 

(9)7.5kW (19)90kW 

(10)11kW (20)110kW 

スタートタイムの設定 0.1～20.0s 

(最小設定単位=0.1s) 

・ショックモニタはモータの始動時に不必要な

動作をしないように、始動後、設定時間内は

モニターモードであってもリレー出力機能を

停止しています。 

・検出電力が５％あるいは定格電流の１０％以

上になるとカウントを開始します。 

・モータの始動時間に合わせてできる限り短く

設定してください。 

・ テ ス ト モ ー ド あ る い は プ ロ グ ラ ム モ ー ド

か ら モ ニ タ ー モ ー ド に 戻 る と ス タ ー ト タ イ

ム が 動 作 し ま す 。  

2 :  M o t o r  V o l t a g e  

( 1 ) 2 0 0 - 2 3 0 V  

3 : M o t o r  k W  

( 4 )  0 . 7 5 k W  

1 : P a r a m e t e r  L o c k  

 ( 1 ) U n l o c k e d  

 ▲  

 ▼  

… デ ー タ を 選 択 し ま

す 。  

 SET … 設 定 し た デ ー タ が 有

効になります。  

4 : S t a r t  T i m e  

      3 . 0 s  

 ▲  

 ▼  

… デ ー タ を 選 択 し ま

す 。  

 SET … 設 定 し た デ ー タ が 有

効になります。  

 ▲  

 ▼  

… デ ー タ を 選 択 し ま

す 。  

 SET … 設 定 し た デ ー タ が 有

効になります。  

 SET … 設 定 し た デ ー タ が 有

効になります。  

 ▲ …設定値が増加します。  

 ▼ …設定値が減少します。  
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パラメータ 
（出荷データを表示） 

デ ー タ 説明 

検出レベル選択数 1～8 6:High2 Level ,9:High1 Level， 12:Low Level を

最大８種類設定が可能。この内、何通り使用する

かを設定します。 

 High2 

－200～－5% 

5～200% 

High2出力レベルを設定します。 

負荷率がこの設定値を 7:Shock Timeの設定時間

以上超えれば出力します。 

ショックタイムの設定 MIN 

(ショックタイム :最小) 

[検出と出力に要する時間] 

・  モータ電源周波数が50Hz以上 

･･･約50ms 

・  モータ電源周波数が50Hz未満 

･･･2周期+約10ms、例 (40Hz･････60ms) 

0.1～10.0s 

(最小設定単位=0.1s) 

・ 負 荷 率 が 設 定 値 を 上 回 っ て か ら リ レ ー 出 力 が

動作するまでの時間です。 

・設定時間内に、 6:High2 Levelを下回れば、リレ

ー出力は動作しません。 

リレー出力モードの設定 (1)Self-Hold 

(自己保持) 

リレーが出力した状態を保持します。 

RESET釦を押すか、［RST］端子の入力にて復帰

します。 

(2)Auto-Reset 

(自動復帰) 

リレー出力条件が解除されてから、1秒後に復帰

します。 

5 : P r o c e s s  

1  

選択数２  

の場合  
 SET…設定したデータが有効  

     になります。  

 SET  

 SET  

 SET  

 SET  

 SET  

5 : P r o c e s s  
      2  

7:Shock Time 
H2        1.0s 

6:High2 Level 
Process[1] 100% 

 SET 

 SET  

7 : S h o c k  T i m e  

H 2       1 . 0 s  

 ▲  

 ▼  

… デ ー タ を 選 択

し ま す 。  

 SET…設定したデータが有効  

     になります。  

8 : O u t p u t  R e l a y  

 H 2  ( 1 ) S e l f - H o l d  

 SET…設定したデータが有効  

     になります。  

6 : H i g h 2  L e v e l  

P r o c e s s [ 1 ]   1 0 0 %  

High ﾚﾍﾞﾙ（＋）

負荷率 (%) 

0 

動作  

High ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ

 

動作  

負 荷 率 の 絶 対 値 が

大 き く な っ た 時 動

作  
 ▲ …設定値が増加します。  

 ▼ …設定値が減少します。  

 ▲ …設定値が増加します。  

 ▼ …設定値が減少します。  

 ▲ …設定値が増加します。  

 ▼ …設定値が減少します。  

6:High2 Level 
Process[2]   80% 

9:High1 Level 
Process[1] 100% 

9:High1 Level 
Process[2] 100% 

10:Shock Time 
H1        1.0s 

11:Output Relay 
H1 (1)Self-Hold 
 

 SET…設定したデータが有効  

     になります。  
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パラメータ 
（出荷データを表示） 

データ 説明 

 High１ 

－200～－5% 

5～200% 

High１出力レベルを設定します。 

負荷率がこの設定値を 10:Shock Timeの設定時

間以上超えれば出力します。 

 MIN 

(ショックタイム :最小) 

[検出と出力に要する時間] 

・  モータ電源周波数が50Hz以上･･･約50ms 

・  モータ電源周波数が50Hz未満 

･･･2周期+約10ms、例 (40Hz･････60ms) 

0.1～10.0s 

(最小設定単位=0.1s) 

・ 負 荷 率 が 設 定 値 を 上 回 っ て か ら リ レ ー 出 力 が

動作するまでの時間です。 

・設定時間内に、 9:High1 Levelを下回れば、リレ

ー出力は動作しません。 

  (1)Self-Hold 

(自己保持) 

リレーが出力した状態を保持します。 

RESET釦を押すか、［RST］端子の入力にて復帰

します。 

(2)Auto-Reset 

(自動復帰) 

リレー出力条件が解除されてから、1秒後に復帰

します。 

 Low 

－99～0～99% 

Low出 力 レ ベ ル を 設 定 し ま す 。 負 荷 率 が こ の 設

定値を 13:Shock Timeの設定時間以上、下回れ

ば出力します。“0%”に設定すると、Lowは出力し

ません。 

  MIN 

(ショックタイム :最小) 

[検出と出力に要する時間] 

・  モータ電源周波数が50Hz以上･･･約50ms 

・  モータ電源周波数が50Hz未満 

･･･2周期+約10ms、例 (40Hz･････60ms) 

0.1～10.0s 

(最小設定単位=0.1s) 

・ 負 荷 率 が 設 定 値 を 下 回 っ て か ら リ レ ー 出 力 が

動作するまでの時間です。 

・設定時間内に、 12:Low Levelを上回れば、リレ

ー出力は動作しません。 

  (1)Self-Hold 

(自己保持) 

リレーが出力した状態を保持します。 

RESET釦を押すか、［RST］端子の入力にて復帰

します。 

(2)Auto-Reset 

(自動復帰) 

リレー出力条件が解除されてから、1秒後に復帰

します。 

9 : H i g h 1  L e v e l  

P r o c e s s [ 1 ]    8 0 %  

 ▲ …設定値が増加します。  

 ▼ …設定値が減少します。  

 SET…設定したデータが有効  

     になります。  

1 0 : S h o c k  T i m e  

H 1       1 . 0 s  

 SET…設定したデータが有効  

になります。  

 ▲ …設定値が増加します。  

 ▼ …設定値が減少します。  
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1 1 : O u t p u t  R e l a y  

 H 1  ( 2 ) A u t o - R e s e t  

 SET…設定したデータが有効  

     になります。  

1 2 : L o w   L e v e l  

P r o c e s s [ 1 ]     0 %  

1 3 : S h o c k  T i m e  

L       1 . 0 s  

 SET…設定したデータが有効  

になります。  

 SET…設定したデータが有効  

になります。  

 ▲  

 ▼  

… デ ー タ を 選 択 し ま

す 。  

 ▲ …設定値が増加します。  

 ▼ …設定値が減少します。  

 ▲ …設定値が増加します。  

 ▼ …設定値が減少します。  

Low ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ

（＋）  

負 荷 率

(%) 

0 
動作  

Low ﾚﾍﾞﾙ（－）  

動作  

負 荷 率 の 絶 対 値 が 小

さくなった時動作  

1 4 : O u t p u t  R e l a y  

 L  ( 1 ) S e l f - H o l d  

 SET…設定したデータが有効  

     になります。  

 ▲  

 ▼  

… デ ー タ を 選 択 し ま

す 。  
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パラメータ 
（出荷データを 表示）  データ 説明 

表示倍率 10～100 ・負荷率の実負荷に対する倍率を設定します。 

・50%を設定すると、次のようになります。 

移動平均 

サンプリング回数 

1～50 ・  ショックモニタが検出する負荷の移動平均(至近の

サンプリング値の平均)のサンプリング回数を設定

します。 

・  移動平均値を負荷率として、監視、液晶表示及び

アナログ出力を行います。 

・  サンプリング回数を増加させると、表示のチラツキ

は小さくなります。但し、レベルの検出に最大で下

記の時間を要します。 

  モータ電源周波数が50Hz以上 

   検出時間=20ms×(ﾊﾟﾗﾒｰﾀ16:設定回数) 

  モータ電源周波数が50Hz未満 

   検出時間=1周期×(ﾊﾟﾗﾒｰﾀ16:設定回数) 

  IH ・  入力信号IHがONしている時間、負荷監視を行い

ません。負荷率表示は0%が点滅します。 

・  入力信号IHがOFFした時点で、設定レベルを越え

て、ショックタイム設定時間が経過していると、リレ

ー出力が瞬時に動作します。 

0.1～10.0ｓ ・  入力信号IHがOFFからONになった後、設定時間

内は負荷監視を行いません。 

・  工 程 切 替 信 号X1、 X2、 X3が 切 替 わ った 後 、 設 定

時間内は負荷監視を行いません。 

・  設 定 時 間 を 経 過 し た 時 点 で 、 設 定 レ ベ ル を 越 え

て、ショックタイム設定時間が経過しているとリレー

出力が瞬時に動作します。 

 ( 1 )On  ショックモニタがモータ電源周波数の変化を検出し

て、周波数が1秒間に4Hz以上の割合で変化してい

る間、インヒビットの設定時間とは関係なくインヒビッ

トが機能します。 

注）インバータ波形歪や配線環境などの影響により 

正常に機能しない場合があります。 

( 2 )O f f  オートインヒビットは、機能しません。 

 ( 1 ) POWER  ･モ ー タ の 入 力 電 力 値 で 負 荷 監 視 を 行 い ま す 。  

( 2 )TORQUE  ・モータの入力電力とモータ電流の周波数からトルク値を

演算し、そのトルク値で負荷監視を行います。 

 

1 5 : M o t o r  

E f f i c i e n c y     1 0 0 %  

 SET…設定したデータが有効  

     になります。  

 ▲ …設定値が増加します。  

 ▼ …設定値が減少します。  

1 6 : R e s p o n s e  

5   t i m e s  

 SET…設定したデータが有効  

     になります。  

 ▲ …設定値が増加します。  

 ▼ …設定値が減少します。  

負 荷 率  

(%) 

50 

20 

0 

負 荷 変 動  

実 負 荷  

15:Motor 

Efficiency  50% 

100 

負 荷 率  

(%) 

50

40

0

負 荷 変 動  

実 負 荷  

15:Motor 

Efficiency100% 

100

 SET…設定したデータが有効  

     になります。  

1 7 : I n h i b i t  T i m e  

        I H  

1 8 : A u t o  I n h i b i t  

  ( 2 ) O f f  

1 9 : P O W E R / T O R Q U E  

  ( 1 ) Ｐ Ｏ Ｗ Ｅ Ｒ  

 SET…設定したデータが有効  

     になります。  

 ▲  

 ▼  

… デ ー タ を 選 択 し ま

す 。  

 ▲  

 ▼  

… デ ー タ を 選 択 し ま

す 。  

 ▲  

 ▼  

… デ ー タ を 選 択 し ま

す 。  

 SET…設定したデータが有効  

     になります。  
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パラメータ 
（出荷データを 表示）  データ 説明 

 ( 1 )F a i l  S a f e  ･High2出 力 リ レ ー が 正 常 － 動 作 、 ﾄﾘｯﾌﾟ－ 不 動

作 と な り ま す 。 設 定 後 MODE キ ー に よ る モ ニ タ

ー モ ー ド 切 替 で 有 効 に な り ま す 。 電 源 投 入 時 は

投 入 し て か ら MAX６ ｓ 後 に リ レ ー が Ｏ Ｎ し ま す 。  

正 常 時 ―  13-14端 子 ： 閉 、 13-15端 子 ： 開  

ﾄﾘｯﾌﾟ時 ―  13-14端 子 ： 開 、 13-15端 子 ： 閉  

(2 )No rma l  L o g i c  ・High2出 力 リ レ ー が 正 常 － 不 動 作 、 ﾄﾘｯﾌ ﾟ－ 動

作 に な り ま す 。  

正 常 時 ―  13-14端 子 ： 開 、 13-15端 ： 閉  

ﾄﾘｯﾌﾟ時 ―  13-14端 子 ： 閉 、 13-15端 子 ： 開 ：   
電源投入時にＭＡＸ３．５秒遅れリレーがONします。 

アナログ出力の選択 (1)-200→200% 負荷率-200～200％をＤＣ0-10Ｖで出力します。 

( 2 ) 0→ 200%  負荷率0～200％をＤＣＤＣ0-10Ｖで出力します。 

LCDﾊﾞｯｸﾗｲﾄの設定 (1)Always バックライトが常時点灯します。 

(2)2min バックライトは、パネル部キー釦の操作後、2分後

に消灯します。 

消灯後は、いずれかのキーを押すことで点灯しま

す。 

 (1)Motor On/Off ・テストモードでリレー出力Low,High1及びHigh2の

動 作 確 認 が 、 モ ー タ 運 転 中 及 び 停 止 中 に で き ま

す。 

(2)Motor Off ・テストモードでリレー出力Low,High1及びHigh2の

動作確認が、モータの停止中にできますが、運転

中にはできません。 

� � � ｽﾀｰﾄﾀｲﾑ 

ON 

ON 

ｼｮｯｸﾀｲﾑ 

設定ﾚﾍﾞﾙ 

ｼｮｯｸﾀｲﾑ 

MOTOR 表示  

High 表示  

High 出力リレー  
ON 

自 己 保 持 に 設

定した場合  

電 

力 

*モータ始動時にはスタートタイム、ショッ クタイムが同時にカウントしま すので、設定時間の長い方が有効と なりま す。 

2 0 : H 2 R e l a y  L o g i c  

( 2 ) No rma l  L o g i c  

 SET…設定したデータが有効  

     になります。  

2 1 : O u t p u t  S e l e c t  

  ( 2 )  0 → 2 0 0 %  

2 2 : L C D  B a c k l i g h t  

  ( 1 ) A l w a y s  

2 3 : T r i p  T e s t  

  ( 1 ) M o t o r  O n / O f f  

 SET…設定したデータが有効  

     になります。  

 SET…設定したデータが有効  

     になります。  

 SET … 設 定 し た デ ー タ が 有

効になります。  
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 ▲  

 ▼  

… デ ー タ を 選 択 し ま

す 。  

 ▲  

 ▼  

… デ ー タ を 選 択 し ま

す 。  

 ▲  

 ▼  

… デ ー タ を 選 択 し ま

す 。  

 ▲  

 ▼  

… デ ー タ を 選 択 し ま

す 。  
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＊１ トルク監視について  

パラメータ 19 : POWER/TORQUE を (2) TORQUE に設定しますとトルク演算値による監視がで

きます。トルク監視では、予め設定した過負荷レベル(=トルクの%で設定)とトルク演算値(%)を比較し

ます。インバータ運転で任意に周波数が変わる場合にたいへん便利な機能です。 

 トルク演算式   

ショックモニタのトルク監視では、「検出した電力(%)」、「モータ供給電圧の周波数」および「推定モ

ータ銅損(%)」の３つの要素から次の式でトルク値を演算しています。（６０Ｈｚ時のトルクを１００％と

します。） 

 

 

 

 インバータ運転における電力監視とトルク監視の違い   

インバータで変速運転する場合、負荷トルクが一定であっても周波数を半分にすれば仕事量は約

半分となり、モータ消費電力も約半分となります。電力監視の場合は、周波数を半分にした時は多

段切り替え機能を使って過負荷検知レベルも約半分にしないと精度よく過負荷を捕らえることがで

きません。これに対し、トルク監視では、半分になった検出電力に対しショックモニタが読み取った

モータ供給電圧の周波数で割り算することにより過負荷検知レベルの変更を不要にすることが可

能となります。無段階の任意周波数で運転される場合にたいへん便利な機能です。 

 

 トルク監視でのご注意   

・  トルク演算値は６０Hzにおける定格トルクを基準としています。 

・  トルク演算値の誤差を小さくするため、推定モータ銅損を減算した補正演算としていますが、特

に低周波数（約２０Ｈｚ以下）にて使用される場合は上式の検出電力が小さくなる上、分母の周波

数が小さくなるため誤差が非常に大きくなり注意が必要です。 

 

 各周波数におけるトルク演算値   

モータ効率は、低周波数で非常に悪くなるため、下図のようにショックモニタのトルク演算値の誤差

が大きくなります。 

       

ﾓｰﾀ効率とｼｮｯｸﾓﾆﾀのﾄﾙｸ演算値

0

20

40

60

80

100

120

140

160

0Hz 20Hz 40Hz 60Hz 80Hz

%
ﾄﾙｸ演算値

負荷トルク

ﾓｰﾀ効率

 

図のように、低い周波数でトルク監視を行った場合、トルク演算値が大きくなり出力リレーが動作し

やすくなります。位置決め運転等で、２０Hz以下にされる場合は低速周波数を固定すると共に多段

設定の併用を推奨します。 

(検出電力－推定モータ銅損)×６０  
トルク演算値 (%)= 

周波数  
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 １１．トラブルシューティング 

不具合現象 点検項目 点検結果 処置 

液晶 表示 部 が 表示

しない。 

操作電源の配線 

（端子11-12間） 

配線されていない。 正しく配線する。 

操作電源電圧 

（端子11-12間） 

AC90V未満 AC90～250Vにする。 

AC90～250V 取替える、修理する。 

液 晶 表 示 が 見 に く

い。 

コントラスト調整(9ﾍﾟｰｼﾞ参照) 表示が濃くなる。 コ ン ト ラ ス ト 調 整 で 再 調

整する。 

改善されない。 取替える、修理する。 

始 動 後 す ぐ 出 力 が

動作する。 

プログラムモードで 

4:Start Time の 設 定 値 を 調

べる。 

短い。 少し長く設定する。 

長 い 。 (明 ら かに 設 定 値 以

内で動作している) 

取替える。修理する。 

4:Start Time を 長

く設定(最長20秒)し

て も タ イ ム ア ッ プ 後

リレーが動作する。 

モータの始動時間 

インバータの加速時間 

20秒より長い。 モータ容量の再検討。 

加速時間を短くする。 

モニタモードで始動時の負荷

率、設定レベルを調べる。 

設定値が小さい プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 設 定

を大きくする。 

検知レベル選択の誤り。 工程切替入力を確認。 

負 荷 率 が 0% を 表

示。 

電流センサと本体間が接続さ

れているか。 

セ ン サ ケ ー ブ ル が 外 れ て

いる。 

正しく接続する。 

電 流 セ ン サ に V相の モ ー タ 配

線が貫通しているか。 

･貫通していない。 

･他の相である。 

正しく配線する。 

電 圧 入 力 U、 V、 W(端 子 1, 2, 

3)の配線を調べる。 

･配 線 さ れ て い な い 又 は 、 

断線している。 

・配線が誤っている。 

正しく配線する。 

モ ー タ は 始 動 す る

が 実 負 荷 に 対 し て

負 荷 率 の 表 示 が 異

なる。 

電流センサの形番 誤っている。 正しいものに取替える。 

電 流 セ ン サ に V相の モ ー タ 配

線が貫通しているか。 

他の相である。 

(U相又はW相) 

正しく配線する。 

又、貫通数は正しいか。 誤っている。 

電圧入力U,V,W(端子1, 2, 3)

の配線を調べる。 

･配 線 さ れ て い な い 又 は 、

断線している。 

･配線が誤っている。 

正しく配線する。 

モ ニ タ モ ー ド で モ ー タ の 選 択

が正しいか調べる。 

実 際 の モ ー タ と 一 致 し て

いない。 

パラメータ（2,3）を正しく

設定する。 

モ ー タ を 始 動 し 、 表 示 画 面 を

切替え、現在値（電圧・電流）

を確認する。 

電 流 値 か ら 見 て も 値 が 違

い過ぎる。 

修理する。 

取替える。 

負 荷 率 の 表 示 が 負

である。 

モ ー タ の 運 転 状 態 が 負 ト ル ク

になっていないか。 

イ ン バ ー タ 運 転 で 急 減 速

をしている。 

負トルク状態であれば異

常ではありません。 

負 荷 に 引 っ 張 ら れ て 運 転

している。 

負トルク状態であれば異

常ではありません。 

電 圧 入 力 U、 V、 W(端 子 1, 2, 

3)の配線を調べる。 

･配 線 さ れ て い な い 又 は 、

断線している。 

･配線が誤っている。 

正しく配線する。 

電流センサにモータ配線が貫

通する方向が正しいか。 

(電流センサに貼られている表

示の通りか) 

逆方向である。 正しく配線する。 

正 の 負 荷 ト ル ク で あ り 、 且

つ モ ー タ 配 線 が 正 し く 電

流センサを貫通している。 

･本体を取替える。 

･修理する。 

負 荷 率 の 表 示 は 正

しい が 、 リ レ ー出 力

が動作しない。 

モ ニ タ モ ー ド で 多 段 選 択 と レ

ベル設定値を点検。 

工程切替選択の誤り。 

（Ｘ１，Ｘ２，Ｘ３） 

検 知 レ ベ ル 選 択 入 力 を

正しくする。 

ﾚﾍﾞﾙ設定値が不適切。 適切な値を設定する。 

プログラムモードで 

ショックタイムを点検。 

長過ぎる。 短くする。 
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不具合現象 点検項目 点検結果 処置 

LED表示(High1,High2,Ｌ

ｏｗ)が点灯するがリレー

出力しない。 

負荷変動が大きくな

いか。 

負荷変動が大きく、瞬間的に設定

レベルを繰返し越えている。 

パラメータ（6,9,12,16）

を正しく設定する。 

負荷に変動がなく、設定レベルとも

大きく違う。 

修理する。 

電源ＯＮと同時にリレー

が出力する。 

電源ＯＮ時にモータ

が 起 動 し て い な い

か。 

負荷表示が設定値を越えている。 パラメータ（6,9）を正し

く設定する。 

モータ停止であり、負荷表示が０ 

にもかかわらず、出力する。 

（腐食性ガス、高湿度の環境下で

使用している。） 

修理する。 

 

１２.トリップ時の復帰手順 
(1)装置に異常がないか点検してください。 

(2)異常があれば、その原因を取除いて装置を正常な状態にしてください。 

(3)リレー出力が自己保持している場合はRESETキーを押すと復帰します。外部信号でリセットする場

合は、ｺﾈｸﾀCN1の11(RST)-4(COM)を短絡します。また、ショックモニタの操作電源を一旦OFFす

ることでも復帰できます。 

(4) (1)(2)(3)項確認後、装置を再始動してください。 

 

１３.保守、点検作業の際に 
保守、点検作業の際には下記事項を必ず守って実施してください。 

(1) 二次災害を引き起こさないように、周辺を整理し安全な状態で作業を行ってください。 

(2) ショックモニタの取付･接続の点検は、必ず電源を切り機械が完全に停止した状態及びショックモニタ

の液晶表示が完全に消えた状態で行ってください。また、不慮に電源が入らないようにしてください。 

(3) 労働安全衛生規則第二編第一章第一節一般基準を遵守してください。 

(4) 外部回路のメガテストあるいは耐圧試験を行うときは、ショックモニタ本体をソケットから外してショ

ックモニタ本体にテスト電圧が加わらないようにして実施してください。 

 

１４.定期点検について 
(1) ショックモニタのLED表示“MOTOR”がモータ運転中に点灯し、液晶表示の負荷率の値に異常が

ないか点検してください。(日常点検) 

(2) テストモードで、リレー出力Low、High1、High2の動作を定期的に点検してください。 

(3) ショックモニタ本体及び電流センサの取付けにゆるみがないか定期的に点検してください。 

(4) ショックモニタ本体の端子接続、センサケーブルの差込みにゆるみがないか定期的に点検してくださ

い。 

(5) ショックモニタは、設置環境や稼働時間により寿命は異なりますが、年間平均周囲温度３０℃で連

続通電した場合、通常電解コンデンサは約１０年で寿命となります。トラブルが発生する前に、オ

ーバーホールもしくは、新品に交換することをおすすめします。 

(6) ＬＣＤ表示器の輝度は、周囲温度、使用時間により変化します。表示が見えにくくなった時には、

コントラス調整してください。 
 

尚、試運転、装置の移設、配線変更の際にも定期点検を実施してください。 

 

１５.安全にご使用いただくために 
(1) 弊社製品が作動することにより危険が予測される場合は、事前に危険を避ける措置をおとりください。 

(2) 弊社製品が万一正常に作動しなくなった場合についても、危険な状態に至らないよう装置側で

十分な配慮をお願いします。 

 ！  

 ！  
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 １６．仕 様 

形    番 ＴＳＭ4000 TSM4000P 

適用モータ 

容   量 0.1～110kW 

電   圧 ３φAC200/220/V、AC400/440V 

電源周波数 5～120Hz 

操作電源電圧 
商用電源AC90～250V 50/60Hz, 

 DC90～250V 無極性 

入

力 

端子1、 2、 3 AC250V max. ＊１ 

電 流 セ ン サ ±15V 

設 
 

 

定 

電力 

設定範囲 

下限（Ｌｏｗ） －99～99% 

上限１（High1） －200～－5% 

5～200% 上限２（High2） 

スタートタイム設定範囲 0.1～20.0s 

ショックタイム設定範囲 

「MIN」又は0.1～10.0s 

モータ電源周波数が50Hz以上の場合、「MIN」設定時のシ

ョックタイムは約50msとなります。 ＊２ 

工 程 数 1～8 

移 動 平 均 1～50 

表 

示 

％ 電 力 表 示 範 囲 －200～＋200% 

電 圧 表 示 範 囲 0～500V（分解能：モータ定格電圧の１％） 

電 流 表 示 範 囲 0.01～999A（分解能：モータ定格電流の１％） 

周 波 数 表 示 範 囲 5～120Hz 

出 

力 

リ レ ー  

接 点 出 力 

（Low,High1, 

High2） 

接点容量 

１c接点AC250V、0.5A（誘導負荷cosφ=0.4） 

DC30V、0.4A（誘導負荷） 

DC110V、0.2A（誘導負荷） 

最小負荷 DC24V、4mA 

寿  命 １０万回動作 

アナログ出力信号 DC 0 ～ 10V 

䧧
䧸
他 

インヒビット機能 [IH]または0.1～10.0s 

テ ス ト 機 能 テストモードでLow、High1、High2リレーの動作確認 

ピークホールド機能 High2点灯点滅中、判別した最大負荷率を表示＊3 

消 費 電 力 10VA（突入電流5A･5ms以内） 

概 略 質 量 1.0kg 

使用環境 

周 囲 温 度 0～＋50℃ 

相 対 湿 度 45～85%R.H 但し結露のないこと 

標 高 1,000m以下 

振 動  4.9m/s2 

雰 囲 気 オイルミスト、腐食性ガス、塵埃のないこと 

取   付 DINﾚｰﾙ、ネジ取付 パネル取付 

 

注) ＊１．AC400/440Vモータで使用する場合は、オプションの倍電抵抗器“TSM4－PR1”が必要です。 

＊２．モータ電源周波数が50Hz未満の場合、｢MIN｣設定時のショックタイムは電源周波数の 

2周期+約10msとなります。(例:50Hzの場合40+10=50ms) 

＊３．リレー出力選択(OUTPUT RELAY)が自己保持設定でトリップした場合、リセットにより出力解 

除するまでの最大値を保持します。 

        トリップ後も継続して運転する場合、表示は最大値を示したままとなりますので、実際の電力 

値を表示させたい場合には、自動復帰設定で使用することをご検討ください。 
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１７．外 形 図 
■本体 TSM4000                         TSM4000P 

         

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■電流センサ 

 TSM－U010 ,TSM－U050 ,TSM－U100  TSM－M300 ,TSM－M400 ,TSM－M600 

 TSM－U150 ,TSM－U200    TSM－M800 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■倍電抵抗器      ■パネル取付金具(TSM4000P用) 

   TSM4－PR1      TSＭ４－ＰL１ 
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■センサケーブル                         ■I/Oケーブル  

TSM4－S01 ,TSM4－S03 ,TSM4－S05            TSM4－C01 

TSM4－S10 ,TSM4－S20 ,TSM4－S30            TSM4－C03 

 

 

 

 

 

 

 

１８．保証 

１８．１無償保証期間 

工場出荷後１８ヶ月間または使用開始後（お客様の装置への当社製品の組込み完了時か

ら起算します）１２ヶ月間のいずれか短い方をもって、当社の無償による保証期間と致しま

す。 

 

１８．２保証範囲 

無償保証期間中に、お客様側にて取扱説明書に準拠する正しい据付・使用方法・保守管

理が行われていた場合において、当社製品に生じました故障は、当社製品を当社に返却

いただくことにより、その故障部分の交換または修理を無償で行います。 

但し、無償保証の対象は、あくまでお客様にお納めした当社製品単体についてのみであ

り、以下の費用は保証範囲外とさせて頂きます。 

(1) お客様の装置から当社製品を交換又は修理のために、取り外したり取り付けたりする

ために要する費用及びこれらに付帯する工事費用。 

(2) お客様の装置をお客様の修理工場などへ輸送するために要する費用。 

(3) 故障や修理に伴うお客様の逸失利益ならびにその他の拡大損害額。 

 

１８．3有償保証 

無償保証期間にもかかわらず、以下の項目が原因で当社製品に故障が発生しました場合

は、有償にて調査・修理を承ります。 

(1) お客様が、取扱説明書通りに当社製品を正しく据付けられなかった場合。 

(2) お客様の保守管理が不充分であり、正しい取扱が行われていない場合。 

(3) 当社製品と他の装置との連結に不具合があり故障した場合。 

(4) お客様側で改造を加えるなど、当社製品の構造を変更された場合。 

(5) 当社または当社指定工場以外で修理された場合。 

(6) 取扱説明書による正しい運転環境以外で当社製品をご使用になった場合。 

(7) 災害などの不可抗力や第三者の不法行為によって故障した場合。 

(8) お客様の装置の不具合が原因で、当社製品に二次的に故障が発生した場合。 

(9) お客様から支給を受けて組み込んだ部品や、お客様のご指定により使用した部品な

どが原因で故障した場合。 

(10) お客様側での配線不具合やパラメータの設定間違いにより故障した場合。 

(11) 使用条件によって正常な製品寿命に達した場合。 

(12) その他当社の責任以外で損害が発生した場合。 

 

１ ８ ． 4当 社 技 術 者 の 派 遣  

当社製品の調査、調整、試運転時等の技術者派遣などのサービス費用は別途申し受けま 

す。 
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パラメータ設定表 

No .  ﾊ ﾟ ﾗ ﾒｰ ﾀ  ﾃ ﾞｰﾀ  ｽﾃ ｯ ﾌ ﾟ  内 容  

出 荷

設 定  

1  Pa r am e t e r  L o c k  
( 1 )Un l o c k e d  

  

ﾊ ﾟ ﾗ ﾒｰ ﾀの 変 更 が 可 能  
( 1 )  

( 2 ) L o c k e d  ﾊ ﾟ ﾗ ﾒｰ ﾀの 変 更 が 不 可 能  

2  Mo t o r  V o l t a g e  
( 1 ) 2 0 0 - 2 3 0V  

  

モ ー タ 電 圧 が 三 相 2 0 0 V 級  
( 1 )  

( 2 ) 3 8 0 - 4 6 0V  モ ー タ 電 圧 が 三 相 4 0 0 V 級  

3  Mo t o r  kW  

( 1 ) 0 . 1 kW  ( 1 1 ) 1 5 kW  

  

モ ー タ 容 量 を 設 定  
( 4 )  

0 . 7 5 kW  

( 2 ) 0 . 2 kW  ( 1 2 ) 1 8 . 5 kW  

( 3 ) 0 . 4 kW  ( 1 3 ) 2 2 kW  

( 4 ) 0 . 7 5 kW  ( 1 4 ) 3 0 kW  

( 5 ) 1 . 5 kW  ( 1 5 ) 3 7 kW  

( 6 ) 2 . 2 kW  ( 1 6 ) 4 5 kW  

( 7 ) 3 . 7 kW  ( 1 7 ) 5 5 kW  

( 8 ) 5 . 5 kW  ( 1 8 ) 7 5 kW  

( 9 ) 7 . 5 kW  ( 1 9 ) 9 0 kW  

( 1 0 ) 1 1 kW  ( 2 0 ) 1 1 0 kW  

4  S t a r t  T im e  0 . 1 ～ 2 0 . 0 s  0 . 1 s  ｽﾀｰﾄ ﾀｲ ﾑ の 設 定  3 . 0  

5  P r o c e s s  1 ～ 8  1  使 用 工 程 数  1  

6  H i g h 2  L e v e l  - 2 0 0 ～ 5 % , 5 ～ 2 0 0 %  1  工 程 1 の 上 限 2 の 値  1 0 0  

7  
S h o c k  T im e  M IN  ( 3 0 m s )  上 限 2 シ ョ ッ ク タ イ ム の 設

定  
1 . 0  

H2  0 . 1 ～ 1 0 . 0 s  0 . 1 s  

8  
Ou t p u t  Re l a y  ( 1 ) S e l f - Ho l d  

  

出 力 動 作 ﾓ ｰﾄ ﾞの 選 択

(H i g h 2 )  
( 1 )  

H 2  ( 2 ) A u t o - R e s e t  

9  H i g h 1  L e v e l  - 2 0 0 ～ 5 % , 5 ～ 2 0 0 %  1  工 程 1 の 上 限 1 の 値  8 0  

1 0  
S h o c k  T im e  M IN  ( 3 0 m s )  上 限 1 シ ョ ッ ク タ イ ム の 設

定  
1 . 0  

H1   0 . 1 ～ 1 0 . 0 s  0 . 1 s  

1 1  
Ou t p u t  Re l a y  ( 1 ) S e l f - Ho l d  

  

出 力 動 作 ﾓ ｰﾄ ﾞの 選 択

(H i g h 1 )  
( 2 )  

H 1  ( 2 ) A u t o - R e s e t  

1 2  L ow  L e v e l  - 9 9 ～ 0 ～ 9 9 %  1  工 程 1 の 下 限 の 値  0  

1 3  
S h o c k  T im e  M IN  ( 3 0 m s )  

下 限 シ ョ ッ ク タ イ ム の 設 定  1 . 0  
L  0 . 1 ～ 1 0 . 0 s  0 . 1 s  

1 4  
Ou t p u t  Re l a y  ( 1 ) S e l f - Ho l d  

  

出 力 動 作 ﾓ ｰﾄ ﾞの 選 択

(Low )  
( 1 )  

L  ( 2 ) A u t o - R e s e t  

1 5  
Mo t o r  

E f f i c i e n c y  
1 0 ～ 1 0 0 %  1  モ ー タ 効 率  1 0 0  

1 6  Re s p o n s e  1 ～ 5 0  １  移 動 平 均 回 数  5  

1 7  I n h i b i t  T im e  
I H   

ｲ ﾝﾋﾋ ﾞ ｯ ﾄ ﾀｲ ﾑの 設 定  IH  
0 . 1 ～ 1 0 . 0 s  0 . 1 s  

1 8  A u t o  I n h i b i t  
( 1 )On  

 
オ ー ト イ ン ヒ ビ ッ ト の 設 定  （ 2 ）  

( 2 )O f f  

1 9  POWE R/ T ORQUE  

( 1 ) POWE R  

 

モ ー タ 入 力 電 力 値 に よ る 監

視  
( 1 )  

( 2 ) T ORQU E  
電 力 よ り 演 算 し た ﾄﾙ ｸ に よ

る 監 視  

2 0  
H2  Re l a y  

L o g i c  

( 1 ) F a i l  s a f e   
フ ェ ー ル セ ー フ の 設 定  ( 2 )  

( 2 ) No rm a l  l o g i c   

2 1  Ou t p u t  S e l e c t  
( 1 ) - 2 0 0 → 2 0 0 %  

 ア ナ ロ グ 出 力 の 設 定  （ 2 ）  
( 2 ) 0 → 2 0 0 %  

2 2  LCD  Ba c k l i g h t  
( 1 ) A lw a y s  

 
ﾊ ﾞ ｯ ｸﾗｲ ﾄ 点 灯 時 間 の 設 定  ( 1 )  

( 2 ) 2 m i n  

2 3  T r i p  T e s t  
( 1 )Mo t o r  O n / O f f  

 

モ ー タ 運 転 時 の テ ス ト モ

ー ド の 選 択  
( 1 )  

( 2 )Mo t o r  O f f  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この取扱説明書に関するお問い合わせは、お客様問合せ窓口をご利用ください。 

 

お客様問合せ窓口 TEL (0120)251-602  FAX ( 0120)251-603 

 

長岡京工場 : 〒617-0833  京都府長岡京市神足暮角１－１   

  

 

株式会社 椿本チエイン 

  ホームページアドレス https://www.tsubakimoto.jp/ 


